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１．調査の経緯と範囲 
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１．調査検討の経緯と範囲 

（１）調査検討の経緯  
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飛火野植栽計画に向けた事前調査の経緯 
 

 第16回奈良公園植栽計画検討委員会（令和元年12月6日開催）において、浅

茅ヶ原・荒池園地植栽計画（修正案）は、計画の大きな方向性が了承されま

した。今後は、この植栽計画に基づいて、当面行うべき植栽の整備や管理の

具体的な内容を定める実施計画の検討を行う予定です。この計画地の一部で

ある浅茅ヶ原の参道付近は、春日大社境内と公園園地（都市公園奈良公園）

が一体化した植栽空間となっており、両管理者の連携した整備や管理が必要

とされるところです。 

 飛火野は浅茅ヶ原と連続した位置にあり、古くから浅茅ヶ原と一体的な景

観が形成されていることから、この二つを一体的に検討し、協調して整備や

管理を行うことは、事業の効果や効率を高めることが期待できます。 

 このような経緯から、浅茅ヶ原・荒池園地の事業と飛火野の事業の歩調を

あわせることに寄与することを期待して、植栽計画に向けた事前調査を行い

ました。 



浅茅ヶ原・荒池園地 

調査対象地：飛火野 

１．計画検討の経緯と範囲 

（２）検討範囲  

図：:調査対象地 
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２．基本条件の整理 
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（１）歴史的な経緯  

１）江戸期の記録 

・調査対象地は、古くから春日大社の境内地の一部である。 

・絵図に広大な芝地は描かれていない。（若草山は草地が描かれている。） 
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２．基本条件の整理 

２）明治・大正期の記録 

出典：春日興福寺境内図  春日大社蔵    －宝暦10年（1711）以降 

調査対象地 

ツツジ畑（背景に山地） 

・明治23年～大正14年まで、奈良離宮の用地（添上第二御料地）等  

 として、土地利用が留保されていた。 

・この期間、奈良県の管理下にあり、ツツジ畑とされていた。 

出典：奈良名勝案内図    駸々堂書店 昭和5年（1930）発行 

調査対象地 

出典：奈良県名勝写真帖 明治43年     出典：奈良名勝写真帖 大正4年 

ツツジ畑（背景に浅茅ヶ原？） 



（１）歴史的な経緯  

３）航空写真で見る変化 

1961年6月   国土地理院の航空写真を加工 
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２．基本条件の整理 

2008年5月   国土地理院の航空写真を加工  

・芝地の拡がりと周辺樹林の配置に大きな変化はない。 

・樹木が生長し、芝地の痛みが大幅に改善されている。 

調査対象地 調査対象地 



（２）自然環境  

１）地形・水系 

・調査対象地の北側は段丘（平坦地）、南側は率川に向かう緩やかな段丘崖（傾斜地）になっている。 

・調査対象地の植生は、大半を芝地が占め、周辺部に樹木、樹林が位置している。 

２）植生区分（鬱閉度他） 

図：地形・水系 図：植生の鬱閉度区分 
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２．基本条件の整理 

調査対象地 調査対象地 

率川 

おさかずきの清流 ※１ 

※1  おさかずきの清流：鎌倉時代に開削されたとされる人工水路  

             出典：春日大社境内整備計画書 平成26年 



２．基本条件の整理 

（３）法規制及び上位計画・関連計画  

 １）法規制等 
 ・調査対象地は、史跡春日大社境内の一部である 

 ・調査対象地は、名勝奈良公園には含まれない。 

 ・調査対象地は、市指定天然記念物「春日大社境内イチイガシ巨樹群」の一部を含む。 
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２）植栽ゾーニング 

・調査対象地は、芝地・花木林ゾーンを主にして、平地林ゾーン、 

 参道景観保全ゾーン、河畔林保全ゾーンにまたがっている。 

図：植栽ゾーニング（調査対象地） 
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２．基本条件の整理 

出典：春日大社境内整備調査書 平成26年 

Ｄ 飛火野地区 整備計画 

 名勝的要素を有している雪消沢（ゆきげのさわ）やおさかずきの清流及
び鷺原(野守池)の整備を図る。なお、北側の参道沿いには、公園的利用

地（飛火野）との結界となる杜（樹林帯、生垣等）を形成する。 

●春日大社境内 整備計画 

３）春日大社境内整備計画 

・調査対象地の北側は、春日大社の宗教儀礼空間の中核として、南側 

 は、半ば公園的利用が行われている地域にあたる。 

・雪消沢（ゆきげのさわ）やおさかずきの清流及び鷺原(野守池)の整備 

 を図る。 

・北側の参道沿いには、結界となる杜（樹林帯、生垣等）を形成する。 

（３）法規制及び上位計画・関連計画  

図：飛火野地区他 区分図 

調査対象地 

調査対象地  

１．春日大社の宗教儀礼空間の中核 

２．春日大社の神域性を演出する緩衝地帯 

３．奈良公園地と連続して半ば公園的利用が行われている地域 

図：春日大社境内地の空間構造 

調査対象地  

※水辺遺構は、破損箇所の修復や修景、水質浄化策の実施、水面の復元等により、境
内地における歴史的名所・名勝空間の復元整備を図る。必要に応じて整備のための発掘
調査を実施し、その成果を踏まえるものとする 

 ●春日大社境内の空間構造 



（３）法規制及び上位計画・関連計画  

 ４）奈良公園植栽計画－公園全体の植栽方針 －配植案 

２．基本条件の整理 

①針葉樹の配植（案） 

アカマツを基調とするエリア クロマツを基調とするエリア  

スギを基調とするエリア 

②広葉樹の配植（案） 

ケヤキ・エノキ等を保護・育成するエリア 

イチイガシを保護・育成するエリア 

③花木の配植（案） 

片岡梅林 

飛火野の草地景観を活かすため、
花木類は既存樹木程度とし、新
たな花木植栽は控える。 

④サクラ類の配植（案） 

調査対象地 
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３．植栽・景観の分析 
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３．植栽・景観の分析 

（１）調査対象地の概況  
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図：調査対象地の概況 率川 

雪消の沢 

表参道 

県道 

湧水による湿地 

おさかずきの清流 

調査対象地 



３．植栽・景観の分析 

（２）樹木分布と生育状況   

 図：樹木分布  

 ・スギの分布は、平成23年度調査結果を一部補正して表記した。  

 ・芝地は全樹木を対象に、樹林地は、大木、花木類、ナンキンハゼ、ナギを対象に調査した。 
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参道 スギ林 参道近くのサクラ類 

・高木の被圧による 生 

 育不良が見られる。 

・長期的な観点から、 

 植栽位置の見直しが 

 望ましい。 

 

芝地 

市指定天然記念物 

春日大社境内イチイガシ巨樹群 

ナンキンハゼ林 

・生態系に悪影響を及ぼすため、全 

 て伐採する必要がある。 

 

 

常緑広葉樹・ナギ林 

ｸｽﾉｷ、ﾅｷﾞ、ｼｲ･ｶｼ類、ｲﾇｶﾞｼ、ｱｾﾋﾞ 
・クスノキの大木、ナギが多い。 

評価 

区分 
改善して保全・継承  

現況を保全・継承  

伐採及び樹種更新  

点在する樹木群 

ｹﾔｷ、ｸｽﾉｷ、ｲﾁｲｶﾞｼ、ｼﾗｶｼ、ｸﾛﾏﾂ 

・密度が高く競合しているため、生長 

 に配慮した択伐が望ましい。 

飛火野のクスノキ 

 樹高23.5m、幹周483～335㎝ 

１本の巨樹に見えるが、 

実際は3本のクスノキ。 

明治41年（1908）陸軍 

大演習に際して催され 

た饗宴に明治天皇が臨 

席された玉座後に記念 

植樹された。 

落葉広葉樹林 

ｹﾔｷ、ｴﾉｷ、ｲﾇｼﾃﾞ、ｲﾛﾊﾓﾐｼ、ｲﾇｶﾞｼ､ｱｾﾋﾞ等 

・自生樹木が多い。 

尾根のサクラ類 

ﾅﾗﾉﾔｴｻﾞｸﾗ、ﾅﾗﾉｺｺ 

ﾉｴｻﾞｸﾗ 

・生育良好。サクラ類 

 の生育に適した立地 

 と考えられる。 

常緑・落葉混交林 

ｲﾇｼﾃﾞ、ｺﾅﾗ、ｲﾇｶﾞｼ、ｱｾﾋﾞ等 

・ほとんどが自生樹木 

参道の南側 

 スギやカシ類に、過密、角研ぎ、
風害による不良樹木が見られる。 

調査対象地 



３．植栽・景観の分析 
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方針－３  

 ナンキンハゼは自然環境の保全に支障を来す恐れのあること
から、原則として駆除する。但し、以下のものについては、植
栽管理等により自然増殖を抑制する場合に限り、例外として駆
除対象外とする。 

 ○例外を認めるもの  

  ① 奈良公園の景観の一部として欠かせないもの。 

  ② 公園の植栽として歴史的価値のあるもの。  

 奈良公園のナンキンハゼは、シカが高密度に生息する条件下にあるため、在来
の自然の植物を圧倒し、本来有るべき自然環境の保全に支障を来している。この
問題は、昭和50年頃より問題点が指摘されていたが、具体的な対策がとられない
まま数十年経過し、更に問題が大きくなっている。 

 将来に向けて奈良公園の植栽のあるべき姿を計画するという観点から、これら自
然環境の保全に支障を来す恐れのある樹種は、原則として駆除することとした。な
お、これらの樹種の樹木のうち歴史文化や景観等の価値が高いものがある場合に
は、適切な処置を講じることを前提に保全することを検討する。 

■春日山原始林緊急調査結果 昭和50（1975）抜粋   

出典：奈良公園史自然編89～90頁 該当部執筆者：菅沼孝之、高津加世子 

ナンキンハゼについて 

  第２室戸台風以後の風倒木跡地に、ナンキンハゼの実生がかなり見られ、こ
の木が中国原産の移入植物であるだけに、問題になった。もちろん、春日山原始
林にも侵入が見られた。ナンキンハゼは陽生の落葉高木であるので、その後一
応風倒木跡地がふさがった現在では、蔓延は認められない。 しかし、上記のよう
な例があるので、春日山原始林の周辺での植栽は望ましくない。      
 

■外来種ナンキンハゼの分布拡大             

出典：名勝奈良公園保存管理･活用計画  

春日山原始林においては、侵入種の分布拡大による原始林の種組成の変化、多
様性の劣化が問題となっている。侵入種は、700年代に春日大社に献木されたの
が起源とされる中国地方以南分布種である国内外来種ナギ、および1930年代に

奈良公園に街路樹として植栽された中国原産の国外外来種ナンキンハゼである。
前迫（2007）の調査報告では、２種の外来種は侵入時期が異なるものの広域的に

拡大していることが明らかになっており、外来種の拡大によって、春日山照葉樹
林が組成、景観の両面において大きく変化する可能性を示唆している。 

引用：前迫ゆり「春日山照葉樹林に侵入した外来種ナギとナンキンハゼの空間分布」 

（『植生学会誌』巻24号（2）,2007,P103-112） 
調査対象地 

参考資料：公園全体の植栽方針 「方針－３  ナンキンハゼ」 



３．植栽・景観の分析 
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方針－４  

 ナギは古来より継承されている範囲を保護するものとし、
周囲の自然樹林地に拡大しているナギは抑制する。 

 ナギは1200年以上前の春日大社の創祀の時期に神木として献木
されたことが契機とされており、春日大社では榊の代わりに神事
に用いられることもある神聖な木として保護されている。春日大
社の神域である御蓋山一帯において純林を形成しており、これは
大正12年（1923）3月7日には「春日神社境内ナギ樹林」として天
然記念物の指定を受けている。 

 近年はシカの密度が高まり、その影響が大きくなっていること
もあり、ナギが周囲の自然樹林地に拡大増殖している状況が随所
で見られる。周辺の自然樹林を保護するため、保護すべき範囲を
超えたナギについては抑制する必要がある。 

■春日山原始林緊急調査結果 昭和50（1975）抜粋  出典：奈良公園史自然編89～
90頁 

該当部執筆者：菅沼孝之、高津加世子 

２．指定地内に侵入しているナギの取り扱いについて 

（前略）ナギが春日山原始林の本来の構成樹種でないとすると（中略）原始林に無いに
ナギが生育することは問題である。（中略）春日山原始林においては、ナギは招かれざ
る客ということになり、除去した方が良いという結論となる。 

    

■座談会“春日の杜”昭和52（1977）抜粋  出典：奈良公園史自然編91～92頁 

出席者：北川尚史、平田善文、菅沼孝之、小船武司ほか 

  小船：（前略）皆様方がおっしゃるとおりナギ樹林が膨張している。そのナギ樹林域を
見ますと、1200年来温存されて来たとはいえ、その膨張が近年大きいのではないか。そ

れから又、ほかの樹木との競り合いの局面ではアセビさえ負けているという現実。ナギ
樹林が一つの生物のごとくに膨張しているように思われます。（中略）又ナギは、天然記
念物指定地域と若宮社から南南西の方角に大径木がかなり集中的に集まっていて、純
林状態をなしているわけですが、その程度に限定してはどうか。（後略） 

  平田：天然記念物として約10ｈａのナギ林がある限り、これはどうしようも出来ないと
するならば、ここのナギ林、いわゆる境内林をどのように管理していくか････（後略） 

       引用：昭和５１年度春日大社境内原生林調査報告-微気象・植物・動物- (財)春日顕彰会  

    

■外来種ナンキンハゼの分布拡大             

出典：名勝奈良公園保存管理･活用計画  

【前頁に掲載】 

参考資料：公園全体の植栽方針 「方針－４  ナギ」 

4-4 整備計画における整備事業等 

4-4-7自然環境保全事業 

 春日大社境内は、東に連なる春日山原始林と一体となって貴重な生態
系の宝庫であったが、シカの採食による生物の多様性の低下が深刻と
なっている。シカが採食しないナギ林や外来種のナンキンハゼの拡大、
シカの採食による林床植生の減少などにより動物の生息環境にも影響を
与えている。今後は、春日山原始林を管理する奈良県等関係機関と協
力・連携しながら、自然環境の保全策に取り組むものとする。植生と動
物について、以下の自然環境保全に必要な事業を行う。 

 

①植物管理 

 ・植生管理計画の立案 

 ・巨樹台帳づくり 

 ・ナギ林等の保護と拡大防止 

 ・自然環境保全のための保存区域等の設定 

 

②動物管理・動物保護管理計画の立案 

 ・動物保護管理計画の立案 

出典：春日大社境内整備調査書 平成26年 

春日大社境内整備計画（抜粋） 

4-2 整備の基本的考え方 

■ 貴重な自然環境の保全 

 史跡春日大社境内は、多種多様の貴重な動植物の生息地となっている。
とりわけ常緑針葉樹のナギの純林と、チョウの一種のルーミスシジミは
国の天然記念物にも指定されており、今後ともその保護を図っていくこ
とが重要である。 

 しかしながらナギが繁茂しすぎてほかの自然植生に悪影響を与えたり、
外来種のナンキンハゼの繁茂も目立つ。またシカの糞尿等による水質汚
濁も課題となっている。そのため奈良県等関係機関と連携し動植物保護
管理計画を立案するなどし、今後とも適切な生息、生育環境の保全に努
めることとする。特に、境内地各所に点在する古木・巨樹の保全や、貴
重小動物の生息環境の保全を図るものとする。 



３．植栽･景観の分析 

（３）眺望景観の分析  

・①表参道の景観は、春日大社境内の神域性を顕す重要な景観である。 

・②神山御蓋山展望地から、三山（若草山・御蓋山・高円山）への景観 

 は、奈良公園の特徴を表す眺望景観である。 

① 表参道の景観 

② 御蓋山展望地から三山への景観   

●眺望景観の支障となるナンキンハゼ 

 樹木が点在するため、三山がよく見える範
囲は限られている。三山が見える範囲を広
げることは、検討に値する。 

 尾根部から三山への眺望に支障が見られ
るのは若草山方向で、尾根付近のナンキン
ハゼが支障となっている。 
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御蓋山 
若草山 高円山 

１）現況の眺望景観 

展望地の碑とベンチ 

展望地からの眺望 

表参道の景観 

三山が良く見える範囲 

① 

② 

図：眺望景観の状況 

眺望の支障になるナンキンハゼ 

調査対象地 



３．植栽･景観の分析 

参道付近から南に向けて           出典：絵葉書 大正9年～昭和10年 

昭和29年 雪消沢付近？                出典：同上       

昭和25年鹿園上空から    出典：写真集 明治大正昭和 奈良，藤井辰三，昭和54年 

・広大な芝地と点在する樹木群は現在と同様で、景観の変化は少ない。 

・現在と較べると、昔はマツ類が多く、全体に樹高が低い。 

参考資料：昔の飛火野の景観  

19 
尾根部から南東に向けて（1950年代）   出典：  古都の暮らし・人 入江泰吉   



参道ゾーン  

芝地・樹木群ゾーン  

芝地ゾーン  

外周自然林ゾーン  

３．植栽・景観の分析 

（４）評価のまとめ  
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参道ゾーン  

・参道景観を形成する樹林 ゾーン。主要樹木はスギ、シイ・カシ類、クス 

 ノキ等で、大半が植栽樹木と考えられる。 

・一部の不良樹木の処置とサクラ類の配植の見直しが必要である。 

芝地・樹木群ゾーン 

・芝地に、数本単位の樹木群が点在するゾーン。主要樹木は、クロマツ、ヒ 

 ノキ、クスノキ、イチイガシ、ケヤキ、サクラ等で、全て植栽樹木である。 

・一部過密な樹木群は、択伐による整理が必要である。 

        

 

良好な眺望 

阻害されている眺望 

外周自然林ゾーン 

・芝地外周の自然林のゾーン。主要樹木は、ケヤキ、エノキ、イヌシデ、コ 

 ナラ、スギ、イロハモミジ、イヌガシ、ナギ、アセビなどである。 

・シカの採餌対象となる樹木（前出下線部）は、後継樹となる若木が乏しい 

 ことから、補植が必要である。 

・生態系保全のため、ナンキンハゼは全て伐採・除去する必要がある。  

 

 

芝地ゾーン 

・広大な芝地と眺望景観が特徴のゾーン。 

・ナンキンハゼの伐採・除去により、若草山への眺望を改善する必要がある。  

 

 

 

・調査対象地の植栽･景観は、一部を除き適切に保全･継承されており、大きな問題は見られない。 

・課題は、将来に向けて持続性のある植栽･景観の形成であり、以下の点を改善する必要がある。 

  ①生態系に悪影響を及ぼすナンキンハゼ（調査対象地各所に生育）の駆除 

  ②参道ゾーンのスギ、カシ類の不良樹木の処置とサクラ類の配植の見直し 

  ③芝地・樹木群ゾーンの過密樹木等の整理 

  ④外周自然林ゾーンの後継樹（ケヤキ、エノキ、イヌシデなど）の育成 

図：現況ゾーニング 

現況ゾーニング 

 調査対象地を、ナンキンハゼを駆除することを前提にしてゾーニングする
と、以下の４つに区分できる。 

若草山 

御蓋山 

高円山 

若草山 

調査対象地 


